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 馬鈴薯 フオ スフオ リ ラー一ぜによる澱粉の合域作用はHanes1}, Green and Stumpe2), Hi・ly
and Day3)等 に よつ て報告 されてい るが,夫 等の研究 に於 ては主 として精製 フオス フオ リラP
ゼが用い ちれ てい る.フ オ スフオ リラ{ゼ は精製途上 に於 て不 活性化 され易 く,そ の上精製 の
程 度 も的確 に判定 す る事 は困難 であ る.合 成澱粉 を多量 に程 るためには或 る程度 の精製 を行 つ
た フオス フオ リラーゼ を使 用す るのが便 利である と考 えて,著 者等 は部分的精 製を行つ た馬鈴
薯 フオス フオ リラーゼ を調製 し,そ れを用いて澱粉合成 の條件 を検討 した後合威澱粉 を調製 し
た.            ,     じ
 1。 酵素液調製 方法 に よる酵素 力の攣化
 フオ ス フオ リラーゼ の精製法 としては粗汗液 を活性炭 の暦 を通 して濾 過 し,濾 液 を酵素液 と
して使 用 した.(a)粗 汁液管,(b)粗 汁液 を直 に活性 炭暦 で濾渦 した液,(c)(a)液 を一夜 放置 し
活性炭 暦 を通 して濾過 した液 の3者 を用いて實験 を行った結果 は亥の如 くであ る.ぴ この揚台の
粗汁液は馬鈴薯を磨砕 し布で濾過 し遠心した上透液を云ふ)
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  A=ヨ 一・ド呈色反態, B:遊 離 される無機燐 と全燐 との割合,反 慮液10cc.中glucose-1-
  phosphate(K盤)50mg,酵 素液5cc。,温 度25。C, pH 6.0--6.2
 活性炭暦 を通過 させ る事 によ 弧酵素力はあ まり失われていない・叉部分 的精製 を行 っノこ酵素
液 は粗汁液 と澱粉合 成の欺態が異 つ てい る.
 2.温 度 の 影 響
 (h)虜 理 に よる酵 素液 を使 用 して(1)と 同様1こ して13。 ・25q・33℃ に於 て澱粉 合成作用 を行 わ
せ た・無機 燐の遊 離 され る最高 は33。 では`;5S・,25。60～90分,13。120分1に 於 て見 られ,そ の
睨燐率 は夫 々87.1%,88.6%及 び88.6%で あつた.
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 3.酵 素 量 の 影 響
 反 感液10cc申 の酵 素液 を2.5cc,125ccと して澱暢合成 作用 を行 わせた・ ヨー ド反懸 の稜現
は夫 々30分,60分 後 に於て初めて見 られ た.酵 素液 が少い と無機 燐 の遊離 され る速度 は徐 々で
あ るが最高 は共 に85%で あつた.
 4.GluCose-1-PhoS})hateの 量 によ る影響
 反懸液10ec中 酵素液5ccを 用い, gluco妄e-1-Phosphateを 夫 々50m9・100m9及 び酵素 液2.5
ecで100mgを 用 い,溜 度21℃}II 6.0～6・2に て實験 を行 つ た結 果9]ucose-1-phosphateが 多
くて も(3)の 實験 と同檬澱粉の合成 は徐 々であつ て,釦 機 燐 の遊離 の最 高顯 は遅 く現 われ るが
その率は何 れの場合 に於 て も殆ん ど同程度 であっ た.
 5,酵 素液 を比較的 少量使 用した場合
 活性炭厨で濾過 した酵素液 は氷庫 に2～3日 貯藏 す ると白色 沈澱 を生 じ,濾 過 によ り透明 な
る液 が得 られ る.こ の酵素液 を少量使用 して澱粉を合成 させた,反 慮 液20cc巾L-1 lueof- e・1・
i)hcsphate及 び酵素液 を夫 々(u)ユ00mg,1cc,(b)100mg,2ec,(c)300mg,2cc,(d)300mg,
5cで を用 いて實験 した.(21),(b)共 に48時 聞 に於て 白濁 を生 じ澱粉 の沈澱 を生 じは じめ る.(c)
(d)に 於て は夫 々48,12時 聞 にて相當 な量 の澱粉の沈澱 を認 めた.
 6.酵 素液 中の フオ スフアタv-・ぜ及 びア ミラーゼの試験
 反懸液 中NaFの 仔在 に於てGlueose-1-Phosphate及 び グ リセ ・燐 酸 ソーダ より無機燐 が1
遊離 され,叉Gluc(・se-1-PhoSphateよ り澱粉が生成 され,一 ・方NaFに よつ て酵素作 用は阻害
を受 けない事 に よつて無機 燐の遊 雛 されるのは フオス フア ターゼ に よるのでない事が確認 され
る;又 Ling氏 法 によつ てア ミラ門ゼの存在 は認 め られ なか つた.
 7.合 成澱 粉の調製
 基質 に封 して比較的 少量 の酵素液 を川 いて澱粉の合成 を行 つ た.
 glucoドe・1・Phogpl】ate 3.759。 酵素液25ee〔(6)の 酵 素液 〕,水125cc,温 度21。C pH 6.4
tokene少 量 を加 え反懸 させた.
            i・ 分1・4時 剛36醐 い ・時[唄 ・2時剛g6胴
   轡,の雌 透訓 鰍 糊 響 ・響1∴ 、
   無 機 脚 全 燐 ・0%1']・9%llZ6乙 三 一
 白 色 沈 澱 を濾 取 しア ル コ ー ノ},エ ・・一テ ル で 洗 溢 し眞 室 乾 燥 す る.牧 量0.斗9g,自 色 の 粉 末 で
あ る.両 叉 濾 液 に ア7L ・i 一 ル を 加 え て66%と し放 置 す る と 自 色 沈 澱 を 生 じ た.上 と 同 様 に し て
糊 様 物 質0.539を 碍 た.
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